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チェ ッコス ロヴ ァキヤ国 ブル ノ市 で
開催 の国際泌尿器科学会 に出席 して
岐阜大学教授 後 藤 薫
今 回,は か らず もチェ ッ コス ロヴァキヤ国ブル ノ市 で 開催の国際泌尿器科学会Congress
UrologicusCechoslovacuscumParticipationeInternationali(1965年5月12日一15日)
に招 請を うけ て出席 す る機会 を得たので,そ の印象を述べたい と思い ます.
5月2日 夜,羽 田を出発 して,途 中 コペ ソ・・一ゲンにてprof。Christoffersen(この方
もチ ェヅ コの学会 に出席)を 訪問・し,以 後 ベル リン,ハ イデル ベル グ、プ ラハを経 由 して
5月11日夕刻 チェッ コス ロヴァキヤ航空で ブル ノ空港に到着 しました.学 会 よ り出迎 えの
車 で宿舎 のHotelInternationa1に落着 き,学 会 登録 を 終 えて 早速 同ホ テルで 開 催 の
WelcomePartyに出席 しま した.は るば る東洋 の 日本か ら,た った一人 で出席 した との
理由で しよ うか,Prof.Dr.K.Uh1径(PresidentoftheCongress)夫妻以下多 くの人 々
が温か く接 して くれ ましたのに感激 しました.同 席で2年 前 ロソ ドソでの国際泌尿器科学
会で出会 った チェ ヅ コの若 いDr.M.Duch6kと再 会を喜び,以 後 そのDr.が 同地滞在





Moravia)の挨拶,ひ きつづ き各国代表の挨拶が あ りました.学 会参加者 は別表 のご と く,
チ=ッ コス ロヴァキヤ国際泌尿 器科 学会員128名,諸外国 より115名,計243名で,同 伴者が
多 く相当広 い会議室 も満 員の盛況で した.
開会式後,約10分 の休憩 が宣せ られて学術講演がは じま りました.講 演 はチェ ッ コ語,
ス ラブ語,英 語,仏 語,独 語の5力 国語 と指定 され,同 時通訳 となってお りま した.演 題
は二つの シソポジアムに限 定 され,即 ちUrolithiasis30題,PlasticOperationsofUri-
naryTract40題か らな り,夫 々の主題に対す るDiscussionの時間が設 け られ てあ りま
した.Discussionへの参加 は,あ らか じめ配布 された用紙に名前 を記入 してScientific
Secretaryに申込む ようになってお り,そ の時間は2分 間 と限定 され てお りま した.シ ン
ポジ ァムUrolithiasisからは じめ られ,ま つProf.K.Uhli}(President)が主 として成
因に関す る綜説的 な意 見を述べ,以 後各演者 の発表が あ り,私 は第1日 目(5月12日)午
前の部の最後にUltrasonicDiagnosisofUrolithiasisを発表 しました.私 の講演 内容 は
好評 を博 しフ ランス,東 ドイ ツ,ハ ソガ リ,エ ジプ ト等 の学者に大変 な興味 をひきお こし,
更に詳細 な説 明を求 め られ,は るば るや って来た 甲斐が あった と安堵 した次第 です,実 の
ところ,英 語 にての学 会発表は始め ての経験 であった私 は,装 置の使 用法,実 験方 法 ・結
果等 を出来 るだ け英文 のス ライ ドに して説 明した訳 ですが,内容が非常に よ く理解で きて,
goodideaだとほめて くれた人 もお りました.午 前 の講演 は12時前 に終 り,午 後 は2時 よ
り開始 され る ことになっておqま したが,私 は学会 にて設営 のBusTour``Brnosight-
seeing"に参 加 しました.
726 後藤:随想 チェツコスロヴアキヤ国ブルノ市で開催の国際泌尿器科学会に出席して
13日午前 もBusTour"MoravianKarst"に参 加 しましたが,こ の時 は東 ドイツの
Prof,Heise夫妻,Prof.Sinner夫妻,Dr・Wilhelmの極 めて少人数 で,車 中 で彼 等 と
親 し く語 り会えた ことは何 よ りの楽 しみ とな りました.彼 等 は第 二次大戦後 よ り日本 との
交流 が途 絶 してい るのを残 念が り,日 本 との交流を切望 してお り ま し た.Prof.Heise
(Magdeburg)の大学 は半世紀前に 日本へ来朝 したベル ツ博士 出身校 であ り,か つ てば 日
本 か ら多数 留学 していた と申 し,現 在 も泌尿 器科 としてベッ ト数90床を有 し,年 間 の患者
数5,000名との由で し た.午 後 はCongressに参 加 しましたが,シ ソポジ ァムPlastic
OperationofUrinaryTractが行 なわれ てお り,チ="1コ ス ロヴァキヤの女性 のProf.
の講 演 もあ りました(ReconstructiveSurgeryoftheUrinaryTractinChildhood)・
同 日夜は ブル ノ市内のSpielbergCastleでのSocialeveningwithfestivesupPerに
出席 し,こ の時 も 午前中のBusTourで 一 緒に なったProf.Heise一行 の席に よばれ
て,深 更一 時す ぎまで ピルゼ ン ビール,チ ェッ コ ワイソをか たむけて,楽 し く語 り会 うこ
とがで きました.
14日午前 もBusTour``Neo-GothicCastleofLednice"に参加 し,'午後早 々に ブル ノ
空港 を飛 び立 ち,プ ラハの美 しい街 に一泊 して帰国の途につ きました.
Congressに参加 の時 よりも,BusTourに参 加 した時間 の方が多 かった き らい もあ り
ますが,多 くの場所 で多 くの知 己を得た ことは何 よりの収穫iだった と思ってお ります.ブ
ル ノ滞在 中,何 か と気 をつかって くれ た多 くのチェッ コのDr.た ち,な かにはチ ニッ コ
ー英辞典 までpresentして くれ た人 もお ります 私 の講 演が終 るな り,握 手 を求 めて色
々discussionしたフ ラソス,エ ヂプ ト,ハ ソガ リ等 のDr.た ち,BusTourで 親 し く
なった東 ドイツのDr.た ち,ホ テル での食事毎 に一一緒 にな った気 さ くなナ ラソ ダのDr.
夫妻,愛 犬 ブル ドッ クまでつれて来ていた フラソスQDr.夫 妻等,今 思い出 して もなつ
か しい人達ばか りです.彼 等 とまた会え る日を楽 しみに して筆 を搦 き ます.
今 回の出張 に際 し,御 支援下 さいま した恩師稲 田 務教授,日 本泌尿器科学会理事長 高
安久雄教授,並 びに私共 の医局員諸君,関 係各方面に感謝 します.
追記 チェッ コス ロヴァキヤの国内事情
短期間 の滞在では,く わ しい事はわか りませんが,共 産圏に属 し他 の西欧 諸国 と異 なっ
た点が あります まず,ビ ザに写真二葉 が入 用で,こ れは出入国に一葉つつ とりあげ,プ
ラハの空港 でパスポー トを3回 提示 する関門 があ り,そ のたびに厳重に写真 と照合です.
ホ テルの フ ロソ トで もパスポ ー トは一晩 とりあげです.し か し,滞 在 申は何 等の制限 もな
く,写 真撮影 も可 能です ホテルは国営 ですが,西 欧諸国 と同様に チップ も要求 され ま し
た.工 業国 として栄え,女 性の服装 も美 し く,ホ テルで ファッ ションシコ ウも開かれ てお
りま した.通 貨 の取扱 は厳重 で,バ ン クで交換 の度毎 に ビザに記 入 し ま す,1米 ドル=
16,11クラウソの レー トで交換 を うけ ましたので,1ク ラウソは約23円か と思い ます.厳
重 にみえて もヤ ミはあ るようで,帰 途 プラ・・のホテル で,食 堂 のボー イに10米ドル ー250
クラウソの レー トで交換 してや ろ うと小声 で云われ ま したが,私 はそ の必要 な くこ とわ り
ましたが一寸意外 の感 じが致 しました.し か し,旅 を して楽 しい,美 しい国で した.
学 会 参 加 国 名
参 加 国 名1出 儲 数 参 加 国 名 隅 儲 数
フ ラ ソ ス5オ ラ ン ダ1
ブ ル ガ リ ア3デ ン マ ー ク1
エ ジ プ ト2オ ー ス ト リ ア13
ハ ソ ガ リ7ス エ ー デ ソ2
東 ド イ ツ17ソ ビ エ ト4
西 ド イ ツ5ス イ ス1
ル ー マ ニ ア8キ ユ バ1
イ ス パ ニ ア3イ ン ド1
ア メ リ カ1イ タ リ ヤ3
ユ ー ゴ ス ラ ビ ァ9日 本1
ポ ー ラ ソ ドHチ ェ ン コス ロ ヴァ キ ヤ128
ペ ル ギ3
イ ギ リ ス3計243
